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令和5年度ゼロカーボン研究会の概要

【目的】
２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロを実現するため、岡山連携中枢都市

圏、周辺自治体、事業者及び大学等と「ゼロカーボン社会」実現に向けた具体的
な取組について調査・研究し、令和6年度以降に実現可能な事業等を創出すること。

【開催回数・時期】
合計5回のゼロカーボン研究会と、事業創出に向けた具体的内容を検討するため

のゼロカーボン分科会を開催予定。
（5月、7月、10月、11月、1月）

【参加者】
産：各回テーマ毎に参加を希望する企業
学：各回テーマ毎に参加を希望する大学
官：岡山連携中枢都市圏構成市町、倉敷市など

2



⚫ 令和 5 年 6 月 30 ⽇に公表された、国の地球温暖化対策計画の進捗状況における
再エネの最大限導⼊（電気）に関する進捗状況は2,093億 kWh（ 2021 年度）。

⚫ 2030年度対策評価指標は下位で3,360kWhとなっており、これまでの導⼊ペース
では指標を下回るため、さらなる再エネ導⼊の促進が必要。

出典：令和 5 年 6 月 30 ⽇ 地球温暖化対策推進本部 2021年度
における 地球温暖化対策計画の進捗状況をもとに作成 3

第2回研究テーマ
『地域に裨益する再生可能エネルギーの活用策』

再生可能エネルギー電気の利用拡⼤ 進捗状況
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これまでのペースでは
対策評価指標を下回る

エネルギー基本計画における2030年度発電電力量の構成

出典：資源エネルギー庁ＨＰ



⚫ 今後、さらなる再エネ導⼊促進のためには、再エネと地域が共生する社会を作ること
が重要となる。

⚫ そのためには、地域の課題解決等に貢献する地域裨益型の再エネ事業（供給者）を創
出し、さらに既存の地域事業者が地産エネルギーをうまく活用する需要家となること
が求められる。

第2回研究テーマ
『地域に裨益する再生可能エネルギーの活用策』

出典：2019年10月28⽇資源エネルギー庁 電力レジリエンスワーキンググループ（第6回）資料
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災害時における再エネの地域貢献事例（2019年台風15号 千葉県睦沢町）



内容 講師

（1）地域の再生可能エネルギーの活かし方 一般社団法人ローカルグッド創成支援機構

（2）米子市でのエネルギーの地産地消による地域経済
基盤の創出

ローカルエナジー株式会社

（3）伝統と革新の両立がもたらすカーボンゼロな酒造り 株式会社神戸酒心館

本⽇の講演内容

【講演の観点】
今回の研究会では、地域の再生可能エネルギーの活かし方、米子市での地域再

エネ事業の取組、老舗酒蔵での再エネの率先した活用事例についてお話を伺い、
再エネとうまく共生する地域の実現に向け、自治体・民間事業者は、今後どう動
くべきかについて考える。

5

第2回研究テーマ
『地域に裨益する再生可能エネルギーの活用策』


	スライド 1: 令和5年度ゼロカーボン研究会の概要と 第2回研究テーマの説明
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

